
 
 

白川を元気なまちに！！ 

～宇治茶の香りと歴史文化の里～ 

白川区まちづくり協議会 会長 ○石川楢一 

１．活動方針・目的 

かつて 10 年がかりで実施された白川金色院の発掘調査の結果、極めて良好な遺構が確

認されたことを契機としてその歴史的価値を鑑み、国の文化財指定に向けての取り組み

と、白川において身近に取り組むべき生活課題を、全体的にまちづくりの課題として検

討していく必要があった。 

そこで、自らまちづくり計画を策定する取り組みに着手することとし、その基本的視

点は、里山景観が広がる山間地域である白川の住民が豊かな自然と歴史文化を次世代に

伝えながら、いつまでも住み続けられるようにしていくことである。 

２．活動内容 

平成 19 年３月 白川区まちづくり協議会設立 

平成 20 年６月 宇治市により認定(協議会第 1号) 

白川区のまちづくりに関わることについて、現状把握と様々なことについて模索・検

討を行い地域課題として①歴史文化遺産と景観を守り、伝統行事を未来に伝える ②伝

統産業の高級宇治茶や特産品の保全と世界に広げていく ③安心して暮らせるまちづく

り（道路交通問題・バス運行の利便確保等）を抱え、文化・農業講演会の開催や先進地

視察・地域参加型イベント「平安ロマンの夕べ」（区民が作成した 600 基の万灯籠の配置）

の開催や、まちづくりワークショップも行ってきた。身近なことでは、交通安全啓発運

動としてタスキかけをしてのチラシ配布なども実施してきた。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

２年間にわたり地元大学文化人類学ゼミと連携してワークショップを行ったことなど

で、地域の外からの視点で改めて地元の再発見ができたことや、白川の茶園を含めた里

山景観が日本遺産や重要文化的景観に選定されたことで、地域住民の白川を誇りに思う

意識の向上につながった。また、地域イベントの実施によって、宇治に来る観光客が足

を伸ばして白川を訪れる機会が増えてきていることは大事にしなければならない。 

４．今後の課題等 

これからが白川のまちづくりを進める第１歩とならなくてはならない。現在策定中の

「白川区地区まちづくり計画」を完成させ、行政へ提起し、地域課題に一つ一つ着手し、

さらに白川の歴史文化を広く知ってもらうため情報発信することや、なんとしても住民

の多くが結集してこの地を守り、発展させていく熱い思いでこれからの取り組みや活動

を進めていくことが重要である。 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


